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湿地に自生し発芽直後の葉間中央から純白の仏炎苞（ぶつえんほう）と呼ばれる苞を開く。 
これが花に見えるが仏炎苞は葉の変形したものである。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8B%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%91%89










かつてはこの鱗茎から抽出したデンプンを片栗粉として調理に用いていた。
精製量がごくわずかであるため、近年は片栗粉にはジャガイモやサツマイモ

から抽出したデンプン粉が用いられている。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%83%B3%E3%83%97%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%89%87%E6%A0%97%E7%B2%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%83%84%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%83%A2




早春に地上部に展開し、その後葉や茎は枯れてしまう。 
地上に姿を現す期間は4－5週間程度で、群落での開花期間は2週間程と短い。 

このため、ニリンソウなど同様の植物とともに「スプリング・エフェメラル」（春の妖精）と呼ばれている。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8B%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%BD%E3%82%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%97%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%A1%E3%83%A9%E3%83%AB









